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【全日本ロボット相撲大会 試合規則】 

 
第１章 総  則 

（目的） 

第 １条 この規則は、全日本ロボット相撲大会の試合規則として定める。 

 

 

第２章 試合の定義 

（定義） 

第 ２条 試合は試合者（１台のロボットに付き操作員１名を登録し、１台のロボットに付

き操作員１名を登録する。３ｋｇクラスは、操作員の他に補助員を 1 名まで登録

できる。ただし、この補助員は操作員を兼ねることはできない。）双方が試合規則

（以下「この規則」という。）に従って定められた土俵内で独自に製作したラジコ

ン型・自立型のそれぞれのロボットを用いて試合を行い、互いに有効の決まり手

（以下「有効」という）を競い、審判員の判定によって勝敗を決めるものである。 

 

 

第３章 土俵場内の規格 

（土俵等の規格） 

第 ３条 土俵等の規格は、以下のとおりとする。 

１ 土俵場内の定義 

（１）土俵場内とは、土俵と余地の部分をいい、その他を土俵場外という。 

 

２ 土俵の規格 

（１）３ｋｇクラス 

高さ５ｃｍ、直径１５４ｃｍ（区画線を含む）のアルミ製板の上に黒色の鋼

板（冷間圧延鋼板：ＳＰＣＣ）を張り合わせた円形とする。 

（２）５００gクラス 

高さ２．５ｃｍ、直径７７ｃｍ（区画線を含む）の木製板上に黒色のメラミ

ン樹脂塗装もしくはメラミン樹脂化粧板を張り合わせた円形とする。 

 

３ 仕切り線 

（１）３ｋｇクラス 

土俵の中心点から左右に１０ｃｍずつ離れた位置に幅２ｃｍ、長さ２０ｃｍ

の茶色線で表示する。 

（２）５００ｇクラス 

土俵の中心点から左右に５ｃｍずつ離れた位置に幅１ｃｍ、長さ１０ｃｍの
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茶色線で表示する。 

 

 

４ 土俵内、外の区画線 

(１）３ｋｇクラス 

区画線は、土俵の円形外側円周より内側に幅５ｃｍの白色線（白色線上は土

俵内とする）で区画する。 

(２）５００ｇクラス 

区画線は、土俵の円形外側円周より内側に幅２．５ｃｍの白色線（白色線上

は土俵内とする）で区画する。 

 

５ 余地 

（１）３ｋｇクラス 

1 辺が３６０ｃｍの正方形とする。形状や材質は自由とするが安全性に配慮

しなければならない。 

（2）５００ｇクラス 

１８０ｃｍの正方形とする。形状や材質は自由とするが安全性に配慮しなけ

ればならない。 

 

 

第４章 ロボット等の規格 

（ロボット等の仕様） 

第 ４条 ロボット等の仕様は以下のとおりとする。 

１ ロボット本体の規格 

（１）３ｋｇクラス 

幅２０ｃｍ、奥行き２０ｃｍ、高さ自由とし、四角形の規格検査枠に納まる

こととする。 

（２）５００gクラス 

幅１０ｃｍ、奥行き１０ｃｍ、高さ自由とし、四角形の規格検査枠に納まる

こととする。 

 

２ ロボット本体の重量 

（１）３ｋｇクラス 

付属部品を含めて３,０００ｇ以内とする。ただし、自立型の場合はスター

トモジュール及びラジコン型の場合はプロポーショナル・システム（以下「プ

ロポ」という。）を含まないものとする。 

（２）５００ｇクラス 

付属部品を含めて５００g 以内とする。ただし、自立型の場合はスタートモ
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ジュール及びラジコン型の場合はプロポを含まないものとする。 

 

３ ラジコン型で使用する電波 

電波は２．４ＧＨｚ、２７ＭＨｚ（０１～１２）のナローバンドならびに 

４０ＭＨｚ（６１、６３、６５、６７、６９、７１、７３、７５バンド）と

する。 

 

４ プロポの指定 

（１）ロボット１台に付き１台のプロポとする。 

（２）プロポは新ラジコンシステムまたは国内で販売されているフタバ社・ＪＲ社・

三和社・近藤科学社製もしくは技術基準適合証明を受けた無線機器を用いる。 

 

５ クリスタル 

（１）ラジコン型で使用するクリスタル受発信部品は、大会で使用する周波数帯の

全てのクリスタルを出場選手が用意し、事前に大会事務局から承認を得て使

用する。持参したクリスタルに不備がある場合は、大会事務局で用意したも

のを使用する。 

（２）ロボット本体でのクリスタル受発信部品の着脱を容易に行なえるように予め

工夫されているものとする。 

（３）２．４ＧＨｚ帯の機器を使用する場合は上記の限りではない。 

 

６ 自立型の動作開始 

（１） ロボットは大会事務局の「遠隔スタート・停止用リモコン」（以下「専用リ

モコン」）によるスタート指示により動作を開始しなければならない。 

専用リモコンの操作は審判または競技スタッフが土俵場外から行う。 

 

７ 自立型の停止方法 

（１）自立型のロボットは専用リモコンまたは選手のリモコンで遠隔から停止しな

ければならない。専用リモコンの操作は審判または競技スタッフが土俵場外

から行う。 

（２）「リモコン」が電波式の場合、大会で使用されるラジコン型の電波周波数帯を 

使用してはならない。ただし、２．４ＧＨｚはこの限りではない。 

 

８ ブレード使用条件 

（１）ロボット同士が接触したとき、または動作中に飛散する材料部品の使用を禁

止する。 

 

９ 出火防止対策 
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（１） ヒューズまたはポリスイッチの装備、回路による遮断等、バッテリーへの 

過電流を防止する対策がなされていること。 

 

（自立型ロボットの動作条件） 

第 ５条  相手ロボットを探知し、自らも向きを変えて戦意ある動作をするよう製作され

ているものとする。なお、動作が疑わしき場合は、動作確認を審判の指示で行う

場合がある。（プログラム変更等をせずに、試合が終了した状態のままで実施する） 

 

（自立型の「リモコン」の使用条件） 

第 ６条 審判の指示があるまで「リモコン」は指定された場所に置き、触れてはならない。 

 

２ ロボットを停止する際の「リモコン」の操作は土俵場外で行わなければならない。 

 

（製作上の禁止事項） 

第 ７条 妨害電波発生装備または、ストロボ等相手のコントロールを乱す装備を内蔵して

はならない。 

 

２ 土俵上を傷つけたり、汚したりする部品を使用してはならない。 

 

３ 液体、粉末および気体を内蔵し相手に吹き付ける装置をセットしてはならない。 

 

４ 発火装置を内蔵してはならない。 

 

５ 物を飛ばす、投げる装置を内蔵してはならない。 

 

６ 吸盤、糊等を用いてロボットを土俵上に固定し、自らも動作不能になる部品を用い

てはならない。 

 

７ ５００gクラスについては土俵へ吸着する、自重を増加する機能を有してはならな

い。また、ロボットに鋭利な部分があってはならない。 

 

 

第５章 試合の方法 

（試合の方法） 

第 ８条 試合時間は３分間で３本勝負を原則とし、試合時間内に有効２本を先取した方を

勝ちとする。 

 

２ 一方が有効１本を取り試合時間が終了したときはこれを勝ちとする。 
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３ 試合時間内に勝敗が決しないときは、第１５条［優勢］の判定により勝敗を決める。 

優劣を判断し難たいとき、またはその試合が有効本数同数の場合、３分間の延長

戦を行なうものとする。ただし、延長戦の場合は有効１本を先取した方を勝ちと

する。 

 

４ 試合が終了するまでは一切整備は禁止する。 

ただし、次の試合までの待機中の整備、また自立型の試合中のプログラムの変更

はこの限りではない。 

 

５ 土俵の傷、汚れなどについては、審判が試合可能と認めた場合は土俵を交換せずに

継続使用する。 

 

 

第６章 試合の進行 

（安全の確保） 

第 ９条 ３ｋｇクラスについては、試合を行うに際し、試合者及び審判員は安全確保のた

め、ゴーグル及び手袋、運動靴の防具を装着する。５００g クラスについては装着

しなくてもよい。 

 

２ ラジコン型の試合は、審判の停止合図でプロポの操作を止め、プロポは指定場所

に置き、試合以外での操作をしてはならない。 

従って、ラジコン型の仕切り線への仕切り(ロボットの置き方)方法は、プロポ操作

による仕切り線への移動を禁止する。ロボットには手を添えて仕切り線に素早く

仕切らせ、試合開始の態勢を取らなくてはならない。 

 

（試合の開始） 

第１０条 試合者は主審の指示に従い、土俵場外で立礼した後、操作位置に移動する。 

試合の開始、再開時は速やかにロボットの全ての設定を行い、土俵場内に入らな

ければならない。 

 

２ 試合者は主審の合図に合わせ相手と同時に土俵上にロボットを仕切らせなければ

ならない。 

(この時、仕切り線より前にロボットの一部が出てはならない。かつ、仕切り線両

端から垂直に白線に向けて線を引いた延長線の内側、またはロボットの一部がそ

の延長線に触れるよう仕切らなくてはならない。) 

なお、ロボットを仕切らせた後、仕切り位置を移動してはならない。 

また仕切り後は速やかにロボットから離れなければならない。 
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３ ラジコン型は電子音で試合を開始する。 

 

４ 自立型は審判または競技スタッフによる専用リモコンのスタート指示で試合を開

始する。 

 

（試合の中止、終了） 

第１１条 主審の試合中止の合図によりロボットを即時に停止する。 

自立型は専用リモコンまたは選手のリモコンで停止しなければならない。 

 

２ 試合の終了時は、主審の勝敗宣告後、試合者双方、礼をする。 

 

（試合の取り直し等） 

第１２条 試合中に以下の状態となったときは試合を中止し、取り直しとする。 

１ 双方のロボットが接触した状態で走行を停止、または接触した状態で同一軌道上を

走行しており、審判が３カウントしても状況が変わらない場合。 

 

２ 双方のロボットが土俵外の余地部分に同時に接触した場合。 

 

３ その他、勝負が決まらないと審判が判断した場合。 

 

４ 取り直し後においてもなお勝負が着かない場合、主審は双方のロボットを指定する

位置に仕切らせることができる。 

さらに勝負が着かない場合は「優勢」の判定を行う。 

 

 

第７章 有効及び死に体ならびに優勢 

（有効） 

第１３条 次の場合を有効とする。 

１ 相手のロボットを適法な手段で土俵外の余地部分に接触させた場合。 

 

２ 相手のロボットが何等かの理由で自ら土俵外の余地部分に接触した場合。 

 

３ 第１４条［死に体］の判定を受けた場合。 

 

４ 第１５条［優勢］の判定を受けた場合。 

 

５ 第１６条［警告］各項に掲げる警告を２回受けた場合。 
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６ 第１７条［反則］の各項に掲げるいずれかの判定を受けた場合。 

 

７ 第２０条第３項［不戦勝］の判定を受けた勝者には、有効２本（既に１本取得して

いるときは１本）を与え、敗者の既得本数はそのまま有効とする。 

 

（死に体） 

第１４条 次の場合を死に体とし有効１本を与える。 

１ ロボットの車体が土俵からはみ出した状態で審判が３カウントしたが戻れない場

合。 

 

（優勢） 

第１５条 次の場合を「優勢」として有効１本を与える。 

１ 審判は試合中、双方ロボットの戦法、動き、技などを総合的に判断し、優れている

ロボットを優勢とし有効を与えるものとする。 

２ 第８条［試合の方法］第３項の規定は、前項の判定によって決する。 

 

 

第８章 反則及び罰則 

（警告） 

第１６条 試合者が次の各号に該当する行為を行った場合は警告とする。警告を２回受けた

場合は、相手方に有効１本を与える。 

１ 試合中に操作員または補助員の一部（プロポ等）が土俵場内に入ったとき。 

ただし、主審の停止合図後はこの限りではない。 

 

２ 試合開始前にロボットが動作（物理的な拡張及び移動）した場合。 

 

３ 第 6条［自立型の「リモコン」の使用条件］に違反した場合。 

 

４ ロボットを土俵に仕切らせた後、再度仕切り位置を移動させた場合。 

または、速やかにロボットから離れなかった場合。 

 

５ 試合者が、第９条第２項［安全の確保］に違反した場合。 

 

６ 遅延行為とみなされる行為があった場合。 

 

７ その他試合の公正を害すると思われる行為があった場合。 
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（反則） 

第１７条 試合者が次の各号に該当する行為を行った場合は反則とし、相手方若しくは双方

に有効１本を与える。 

１ 本体より部品の一部が分離し、その部品が動作した場合。 

 

２ ロボットが土俵上にて停止し、動かなくなり、審判が３カウントしても 

動かない場合。 

 

３ 双方のロボットが互いに走行するが接触せず、審判が３カウントしても 

接触しない場合。 

 

４ 選手自ら試合の中止を申し出た場合。 

 

５ 試合開始前にロボットをスタートさせ審判が危険と判断した場合。 

 

６ 部品が飛び審判が危険と判断した場合。 

 

（反則負け） 

第１８条 試合者が次の各号に該当する行為を行った場合に反則負けとする。 

１ 試合開始にあたり、呼び出しがあっても指定された土俵に試合者がいない場合。 

２ 土俵を傷つける、汚すまたは変形させるなど著しく試合の公正を害する行為を行っ

た場合。 

傷については長さが２０ｍｍ以上で土俵の下地がみえる傷を反則負けとする。 

３ 試合者が第４条［ロボット等の仕様］に反する場合。また同第８項ブレード飛散の

定義は、飛散の大小に関係なく「飛散した場合」は「反則負け」とする。 

４ ロボットが第５条［自立型ロボットの動作条件］に掲げる動作をしなかった場合。 

５ 試合者が第９条［安全の確保］第１項に記載する防具を装着せずに出場した場合。 

６ ロボットより火が出た場合、もしくは火が出たと同じような状況にあると 

審判が判断した場合。 

 

（失格） 

第１９条 試合者が次の各号に該当する行為を行った場合は失格とし、順位はつかないもの

とする。 

１ 試合者が第７条［製作上の禁止事項］に掲げる手段により、ロボットを製作した場

合。 

 

２ 試合者が相手方または審判員等に暴言、中傷、意図的な棄権をはじめ、フェアプレ

ー精神に反する行為を行った場合。 
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３ 故意に相手方を傷つける行為を行った場合。 

第９章 試合中負傷または事故が生じた場合 

（試合の一時中止の要請） 

第２０条 試合者が試合中にロボット操作による事故などのため負傷し、試合を継続するこ

とができなくなった場合は審判員に対し試合の一時中止を要請することができる。 

 

２ 前項の場合、審判員は速やかに適切な措置を講じなければならない。 

 

３ 前項の措置を講じても再試合が出来ない場合は相手方の不戦勝とする。 

 

 

第１０章 異議の申し立て 

（異議の申し立て） 

第２１条 審判員の判定に対し、だれも異議の申し立てをすることはできない。 

 

 

第１１章 標識等の規格 

（赤青の表示） 

第２２条 土俵は、主審の右手側を赤、左手側を青と定義する。 

 

（ロボットの標識） 

第２３条 ロボットには審判から見やすい位置に第２２条の定義に従った色の識別シールを

貼る。 

 

 

第１２章 その他 

（規則の改廃） 

第２４条 この規則の改廃は、大会委員会規則に基づく大会委員会の審議を経て大会委員長

が決定する。 

 

 

附 則 

 

１．本規則は、１９９４年 ６月１０日から全面改正施行する。 （Ver2.0） 

２．本規則は、１９９５年 ６月１２日から改正施行する。 （Ver2.1） 

３．本規則は、１９９６年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver2.2） 

４．本規則は、１９９７年 ６月２０日から改正施行する。 （Ver2.3） 
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５．本規則は、１９９８年 ６月 ３日から改正施行する。 （Ver2.4） 

６．本規則は、１９９９年 ６月２２日から改正施行する。 （Ver2.5） 

７．本規則は、２００１年 ７月 ４日から改正施行する。 （Ver2.7） 

８．本規則は、２００２年 ７月 ４日から改正施行する。 （Ver2.8） 

９．本規則は、２００３年 １月２７日から改正施行する。 （Ver2.9） 

１０．本規則は、２００３年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver3.0） 

１１．本規則は、２００４年 ８月１９日から改正施行する。 （Ver3.1） 

１２．本規則は、２００５年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver3.2） 

１３．本規則は、２００６年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver3.3） 

１４．本規則は、２００９年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver3.4） 

１５．本規則は、２０１１年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver3.5） 

１６．本規則は、２０１２年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver3.6） 

１７．本規則は、２０１３年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver3.7） 

１８．本規則は、２０１５年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver3.8） 

１９．本規則は、２０１６年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver3.9） 

２０．本規則は、２０１７年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver4.0） 

２１．本規則は、２０１８年 ６月 １日から改正施行する。 （Ver4.1） 

２２．本規則は、２０２５年 ８月 １日から改正施行する。 （Ver4.2） 

 


